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バイパス周辺に新たな物流拠点を創出

新潟西バイパス小新ICは、新潟バイパスや北陸道の
結節点に位置しており、バイパス整備に合わせて周
辺の土地区画整理事業が活発化。

新潟市で2番目となる卸団地を含む物流拠点や商業
系用途の開発が進み、地域の拠点として発展。

新潟西バイパスは、新潟市の円滑な物流を支援する
とともに、周辺地域の発展にも貢献。

〈立地企業の声〉

R2. 2＿ヒアリング調査結果より

新潟西バイパス 新潟バイパス 新新バイパス

延長7.9km
H17全線開通

延長11.2km
S60全線開通

延長17.2km H14全線開通

卸団地
(市内１番目)

新潟東西道路

新潟西バイパス小新IC

新潟西バイパス

亀貝IC

・従業員は、西区だけでなく、北区や東区、新発田市、三条
市、五泉市など、広い範囲から通勤している者もいる。新
発田方面の通勤は、バイパスを利用しており、非常に重宝
している。
・交通事故でバイパスが止ることもあるが、下道で来るより
も速いため、有り難いと感じているのではないか。
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新潟西ICに接続する新潟西バイパスの
整備に合せ、周辺の開発が進行

亀貝土地区画整理事業
の開発状況

亀貝土地区画整理事業の開発状況

新潟東西道路周辺では､特に新
潟西バイパス周辺に土地区画
整理事業が集中

バイパス周辺の
土地区画整理事業
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H6年 日東道
新潟西IC～新潟亀田IC供用

H10年 新潟西BP全線開通
H2年 小新IC～亀貝IC暫定2車線供用

H元年 新潟西IC～小新IC完成4車線供用

S60年 新潟BP完成6車線全線供用

S58年 新潟流通
業務団地開業

S48年 新潟BP
暫定2車線全線供用

（新潟大橋架橋）

信濃川断面交通量の推移

S57～63年度の7年間で
新潟流通業務団地に110社が竣工
H4年度までに追加で4社が竣工

約6倍に増加
(S46→H27)

H17年 全線
完成4車線供用

新潟西IC周辺の開発状況
バイパス延伸や周辺開発により、交通量が約6倍に増加


